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「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 






























































「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 











 演出家のニコラス・シュテーマンは 1968 年生まれで、ハンブルク・タリ











 静岡芸術劇場での『ファウスト 第一部』は午後 1 時に始まり、20 分間の
休憩を間に入れて、4 時 20 分に終わる 3 時間の上演であった。ところで元々
のハンブルク・タリア劇場での『ファウスト Ⅰ＋Ⅱ』の上演は、第一部に





〔 4 〕 





























「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 
〔 5 〕 
 その昔、わたしの曇った眼の前に現れ出た 
 おぼろな姿が、今また揺らめき近づいてくる。（1―2） 




























〔 6 〕 
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「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 






 ファウスト いやはや、これまで哲学も、 
       法律学も、医学も、 
       むだとは知りつつ（leider）神学まで、 
       営々辛苦、究めつくした。20 
       その結果はどうかといえば、 
       昔に較べて少しも利口になってはおらぬ。 
       学士だの、おこがましくも博士だのと名のって、 
       もうかれこれ十年間も弟子ども（Schüler）の鼻面を 
       縦横無尽に引き回してきはしたものの－ （354―359） 































  Welch Schauspiel! Aber ach! ein Schauspiel nur! 
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「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 




 Was grinst du mir, hohler Schädel, her, (664) 
   （中略） 
ここにあるのは、人を死なせる液体だ。 
この褐色の液をお前の中に注ごう。 
 Hier ist ein Saft, der eilig trunken macht; 
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「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 













  これ、ムク犬、ここに置いてもらおうと思うなら、 
  そんなに唸るな、 
  吠えてはならぬ。 
    Soll ich mit dir das Zimmer teilen, 
        Pudel, so laß das Heulen, 











指示代名詞の das と動詞の heulen のように「聞く」ことも可能であろう。
その場合には「そのように、それを吠えさせておけ！（So laß das heulen!）」































「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 






























（das W o r t）ありき」と書いてある。 




  己の精神が正しく活動しているとしたなら、 
  ここでは別の語を選ばずばなるまい。 
  「太初に意
こころ
（der S i n n）ありき」ではどうであろうか。 
  筆が滑りすぎぬように、 
〔 20 〕 




  いや「太初に力（die K r a f t）ありき」としなければなるまい。 
  だがそう書きながら、すでに何者かが 
  それでは不十分だと己の耳に囁く。 
  ああ、どうにかならないか、そうだうまい言葉を思いついた。 
  こうすればいい、「太初に 行
おこない






（das W o r t）」、次に「意
こころ
（der S i n n）」、
そして「力（die K r a f t）」、最後に「 行
おこない
（die T a t）」と変化させている。
28 モデルとなったファウスト博士の活躍した時代は、ルターによるドイツ語







（das W o r t）」が最終的に「 行
おこない













「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 
〔 21 〕 
の変化に眼を向けてみたい。つまり「言
ことば
（das W o r t）」→「意
こころ
（der S i n n)」
→「力（die K r a f t）」→「 行
おこない


































（der S i n n）」であるのに対して、第三段階の
「力（die K r a f t）」が現れる。肉体的・精神的な「パワー」のみならず、
物理的自然の「エネルギー」をも含みこむのが「力（Kraft）」という言葉で






























                                                          
1 『ファウスト Ⅰ＋Ⅱ』の舞台はハンブルク・タリア劇場とオーストリア・




「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 
〔 23 〕 
                                                                                                                           


















4 Vgl. Harenberg Schauspielführer. 1997. S.346f.  
5 ちなみにブラウンシュヴァイクの宮廷劇場は 1669 年に建てられて、現在
では州立劇場だが、ドイツ語圏で初めて市民に開かれた宮廷劇場として、さ
らにレッシングの『エミリア・ガロッティ』（1772 年）とゲーテの『ファウ
スト 第一部』（1829 年）のふたつの初演の劇場として知られている。 
6 例えば、グノーのオペラ『ファウスト』の加藤浩子の解説には、「宇宙的大
作から生まれたメロドラマの傑作」とのタイトルが付けられている。DVD
オペラ・コレクション No.26. デアゴスティーニ・ジャパン（株） 2010
年。 
7 Franz Keller: Faust. Eine Tragödie (1808). In: Walter Hinderer (Hrg,) ; 
Goethes Dramen. Neue Interpretationen. 1980. Reclam.(Stuttgart)    
S. 271. 
8 a.a.O. S. 272. 
9  Benno von Wiese: Die deutsche Tragödie von Lessing bis Hebbel. 






いなどがありうることをお断りしておく。Christel Weiler, Jens Roselt: 
〔 24 〕 
                                                                                                                           
Aufführungsanalyse. Eine Einführung. utb 3523. Tübingen, 2017.    
S. 230-235.; Wolfgang Kralicek, Pleased to meet you. Theater heute. Nr.10, 
2011. S.8-13. ; 奥原佳津男「『ファウスト』のポストドラマ的展開について」




















な「エピテクスト（Epitext）」とに分けている。Vgl. Silke Lahn / Jan 















「越境」するドイツ現代演劇 ―ゲーテ『ファウスト』のニコラス・シュテーマン演出（2011 年）について― 
〔 25 〕 









23 Christel Weiler, Jens Roselt: a.a.O. S, 234. 
























29 モデルとしての中世錬金術師のファウストは 1480 年にクニットリンゲン
で産まれ、ハイデルベルクの大学で学び、その後エルフルトで 1513 年、バ
ンベルクで 1520 年、そしてニュルンベルクで 1532 年に活躍して、1536 年
または 1540 年にブライスガウで死去。Vgl. Die Zeit. Das Lexikon in 20 
Bänden. Bd. 4, Hamburg. 2005. S. 458. 
30 高橋義孝『ファウスト集注』、64 頁。 
31 エリカ・フィッシャー・リヒテ『パフォーマンスの美学』32 頁以下を参
照。 
